
旅客自動車運送事業者の任意保険等への加入に関するパブリックコメントの募集

平 成 １ ７ 年 ３ 月

自動車交通局旅客課

１．背景

平成１４年２月１日の改正道路運送法の施行に伴い、旅客自動車運送事業者について

は、新規事業者の参入の際に 「対人８，０００万円以上、対物２００万円以上の任意保、

険又は共済に計画車両の全てが加入する計画があること」との事業申請処理方針の要件

に適合することを改めて求め（平成１３年１０月２６日付け国自旅第１０５号、１０６

号、平成１４年１月３１日付け国自旅第１６５号の２ 、既存の事業者については、平成）

１６年１０月１日までに、要件を満たすよう求めたところです （平成１４年７月１日付。

け国自旅第６５号通達、第６８号通達、第７１号通達 。）

、 、しかし 平成１６年１０月以降も任意保険未加入の事業者が依然として存在しており

上記のような通達の取扱いの下では、利用者保護の確実な実施が担保できていない状況

にあります。そこで、新規事業者と既存事業者との負担の均衡を図り、さらには、損害

賠償の実施の確実性の担保、被害者への適切な対応の確保等のために、旅客自動車運送

事業者に対して、任意保険等への加入義務を明確化することを検討しています。

２．概要

旅客自動車運送事業者に対し、事業用自動車の運行により生じた利用者その他の者の

生命、身体又は財産の損害を賠償するための措置を講じる義務があることについて明確

化することを検討しています。

３．今後のスケジュール（予定）

・この制度改正は平成１７年４月上中旬を目途に施行することを検討しています。


